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１．対象鳥獣の種類、被害防止計画の期間及び対象地域 

 対象鳥獣 
 イノシシ（イノブタ含む）・二ホンジカ・ニホンザル・

アナグマ 

 計画期間   令和５年度～令和７年度 

 対象地域  御船町・山都町 

（注）１ 計画期間は、３年程度とする。 

   ２ 対象地域は、単独で又は共同で被害防止計画作成する全ての市町村

名を記入する。 

 

２．鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止に関する基本的な方針 

（１）被害の現状（令和３年度） 

鳥獣の種類 
被害の現状 

品 目 被害数値 

イノシシ 

水稲 6.99ha  6,845 千円 

タケノコ 0.45ha  327 千円 

栗 3.20ha  1,616 千円 

二ホンジカ 

スギ・ヒノキ 12.68ha  4,618 千円（推計値） 

水稲 3.05ha  2,999 千円 

タケノコ 0.43ha  308 千円 

栗 3.02ha  1,526 千円 

ニホンザル 白菜 0.50ha  6,033 千円 

アナグマ 野菜（トマトなど） 0.18ha  158 千円 

合    計 30.5ha  24,430 千円 

（注） 主な鳥獣による被害品目、被害金額、被害面積（被害面積については、

水産業に係る被害を除く。）等を記入する。 

 

（参考） 町別の被害状況 

鳥獣の種類 
被害の現状【御船町】 

品 目 被害数値 

イノシシ 水稲 3.76ha  3,669 千円 

二ホンジカ スギ・ヒノキ 10.00ha  3,400 千円（推計値） 

ニホンザル 白菜 0.50ha  6,033 千円 

アナグマ 報告なし 報告なし 

 

鳥獣の種類 
被害の現状【山都町】 

品 目 被害数値 

イノシシ 水稲  3.23ha  3,176 千円 

タケノコ  0.45ha   327 千円 



栗  3.20ha  1,616 千円 

二ホンジカ 水稲  3.05ha  2,999 千円 

タケノコ  0.43ha   308 千円 

栗  3.02ha  1,526 千円 

スギ・ヒノキ  2.68ha  1,218 千円（推定値） 

アナグマ 野菜（トマトなど）  0.18ha   158 千円（推定値） 

 

（２）被害の傾向 

両町とも周囲を山に囲まれた典型的な中山間地域であり、総面積

64,383ha のうち農林地率が 86%を占めており、従来から鳥獣による農林産

物への被害に悩まされてきたが、近年においては、イノシシ・ニホンジカ等

の生息頭数が増加傾向にあり、被害も増加している状況にある。 

その被害は深刻で、鳥獣被害対策にかかる費用負担や労力負担が農林家

に重くのしかかり、生産意欲の減退が広がっていることから、町としても

電気牧柵への補助や有害鳥獣捕獲隊による捕獲を実施しているところであ

る。 

ア 【イノシシ】 

全域に生息しており、水稲、タケノコ、栗などの農作物被害や水田や果樹

園などを荒らすなど、その被害は年々増加傾向にあり、最も被害が深刻で

ある。 

イ 【ニホンジカ】 

主に山林に生息し、最近その生息密度が増加傾向で、樹木の剥皮被害が

見られるようになるなど、今後の森林被害の拡大が懸念される。 

特に山都町では、個体数が大幅に増加していると予想されており、人里

の近辺やこれまで被害がほとんどなかった地区にも被害が拡大している。 

ウ 【ニホンザル】 

 御船町内の水越地区では３０～４０頭の群れで出没するようになってお

り、野菜類への被害が発生し始めた。 

また山都町下矢部東部地区（御船・美里からの２群、１００頭規模）及び

柳地区でも群れでの出没が確認されており、今後の被害拡大が懸念される。 

 エ 【アナグマ】 

 農地に限らず住宅地周辺でも出没している。農作物被害のほかに住宅敷

地内に侵入する生活被害もあり、生息地は拡大していると思われる。 

（注）１ 近年の被害の傾向（生息状況、被害の発生時期、被害の発生場所、

被害地域の増減傾向等）等について記入する。 

   ２ 被害状況がわかるようなデータ及び地図等があれば添付する。 

 

（３）被害の軽減目標 

指標 
現状値 

（令和３年度） 

目標値 

（令和７年度） 
軽減率（％） 



イノシシ被害額 8,788 千円 7,909 千円 10％ 

ニホンジカ被害額 9,451 千円 8,505 千円 10％ 

ニホンザル被害額 6,033 千円 5,429 千円 10％ 

アナグマ被害額 158 千円 142 千円 10％ 

イノシシ被害面積 10.64ha 9.57ha 10％ 

ニホンジカ被害面積 19.18ha 17.26ha 10％ 

ニホンザル被害面積 0.50ha 0.45ha 10％ 

アナグマ被害面積 0.18ha 0.16ha 10％ 

被 害 額（合計） 24,430 千円 21,985 千円 10％ 

被害面積（合計） 30.50ha 27.44ha 10％ 

（注）１ 被害金額、被害面積等の現状値及び計画期間の最終年度における目

標値を記入する。 

   ２ 複数の指標を目標として設定することも可能。 

 

（参考） 町別の被害軽減目標                【御船町】 

指標 
現状値 

（令和３年度） 

目標値 

（令和７年度） 
軽減率（％） 

イノシシ被害額 3,669 千円 3,302 千円 10％ 

ニホンジカ被害額 3,400 千円 3,060 千円 10％ 

ニホンザル被害額 6,033 千円 5,429 千円 10％ 

アナグマ被害額 0 千円 0 千円 0％ 

イノシシ被害面積 3.76ha 3.38ha 10％ 

ニホンジカ被害面積 10.00ha 9.00ha 10％ 

ニホンザル被害面積 0.50ha 0.45ha 10％ 

アナグマ被害面積 0ha 0ha 0％ 

【山都町】 

指標 
現状値 

（令和３年度） 

目標値 

（令和７年度） 
軽減率（％） 

イノシシ被害額 5,119 千円 4,607 千円 10％ 

ニホンジカ被害額 6,051 千円 5,445 千円 10％ 

ニホンザル被害額 0 千円 0 千円 0％ 

アナグマ被害額 158 千円 142 千円 10％ 

イノシシ被害面積 6.88ha 6.19ha 10％ 

ニホンジカ被害面積 9.18ha 8.26ha 10％ 

ニホンザル被害面積 0ha 0ha 0％ 

アナグマ被害面積 0.18ha 0.16ha 10％ 

 

 

 



（４）従来講じてきた被害防止対策 

 従来講じてきた被害防止対策 課題 

捕 獲 等

に 関 す

る取組 

 

 

① イノシシ・ニホンジカ 

有害鳥獣捕獲隊（御船町：３班、山

都町：５５班）を結成し、捕獲等に

対して補助金を助成している。 

また、鳥獣捕獲用箱わなの整備

（御船町：２８台、山都町：１６８

台）を行い、有害捕獲隊へ貸与して

いる。 

捕獲鳥獣は、捕獲者によって適

正に解体・埋設されている 

有害鳥獣捕獲は、猟期を除くほ

ぼ通年において実施している。 

実施箇所については、町が住民等

からの被害報告を受けて捕獲隊の

班長へ連絡し被害箇所付近での捕

獲活動を実施している。 

 

② ニホンザル 

追い払いの実施 

威銃による追い払いを実施してい

る。 

③ アナグマ 

特になし。 

① 現在の捕獲体制は以下のとおりだ

が、高齢化が進んでいることから

担い手の育成が急務である。ここ

数年、農業者のわな免許取得者は

増加傾向にあるが、銃猟の新規取

得者が少ないため、猟銃による駆

除に限界が生じてくると思われ

る。 

【御船町】 

銃器班： ２４名／ ３班 

わな班： １１名／ ３班 

【山都町】 

銃器班： ９４名／１９班 

わな班：２４７名／３６班   

 

 

 

②  ニホンザルが集団で出没した場

合、追い払いに人手がかかり、有

害鳥獣捕獲隊のみならず、地域住

民の協力が必要である。 

③ アナグマ 

全域に生息しており、人里近辺へ

の侵入が確認されているため、今

後の被害拡大が懸念される。 

防 護 柵

の 設 置

等 に 関

す る 取

組 

御船町１戸以上、山都町１戸以

上の受益者がある農林地への侵入

防止柵設置費用を一部（御船町５

０％、山都町５０％）助成してお

り、鳥獣被害防止対策に努めてい

る。 

例年の受益面積は、御船町 3.5ha

程度、山都町 150ha 程度である。 

また、両町とも鳥獣被害防止総

合対策事業を活用し侵入防止柵設

置に取組んでいる。 

森林対策として、山都町では、シカ

ネットや剥皮被害防止資材の普及

現在個別の農地に対して侵入防止

柵の設置は進んできているものの、抜

本的な被害対策となっていないのが

現状である。このため、鳥獣の誘引物

の除去や侵入路の草刈り、侵入防止柵

の管理等を含めた総合的な対策を地

域ぐるみで実施する必要がある。 

併せて集落単位で集落点検等を行

いながら、効率的及び効果的な、規模

の大きい侵入防止柵の設置を検討す

る必要がある。 

森林の防護対策については、対象が

広範囲になることに加え、設置や管理



を図り、幼齢林食害や壮齢林剥皮

被害防止対策を行っている。 

面でのコストや労力が大きくなるこ

とから、各種補助事業などを有効的に

活用することで、コストの低減を図

り、一体的な整備を推進することが必

要である。 

また、間接的な被害対策として森林

整備技術を地権者及び林業作業者等

関係者と検討し活用する。 

１）成長が早いマルチキャビティ苗の 

導入（下刈の省力化・食害の軽減） 

２）防止柵以外の被害防止対策の導入 

（間伐時伐倒木の枝や梢を利用した

剥皮被害防止技術の活用） 

生 息 環

境 管 理

そ の 他

の取組 

えづけＳＴＯＰ！鳥獣被害防止

対策事業（県事業）を活用し、地区

に対して、鳥獣被害防止対策に関

する知識の習得・普及を推進して

いる。 

左記の事業は地区が限定されるため、

その他地区への知識の習得や普及に

向けた取り組みが必要である。 

（注）１ 計画対象地域における、直近３ヶ年程度に講じた被害防止対策と課

題について記入する。 

   ２ 「捕獲等に関する取組」については、捕獲体制の整備、捕獲機材の

導入、捕獲鳥獣の処理方法等について記入する。 

３ 「防護柵の設置等に関する取組」については、侵入防止柵の設置・ 

管理、追上げ・追払い活動等について記入する。 

４ 「生息環境管理その他の取組」については、緩衝帯の設置、放任果 

樹の除去、鳥獣の習性、被害防止技術等に関する知識の普及等につい 

て記入する。 

 

（５）今後の取組方針 

両町鳥獣被害防止対策協議会を中心に被害防止対策の研究・普及啓発を

積極的に推進するとともに、捕獲の担い手育成及び自己防衛のための施策

を総合的に実施する。 

具体的には、個体数調整のために、有害鳥獣捕獲隊員の担い手不足解消

の対策として、わな狩猟免許試験講習会や免許取得費用の助成等を実施し、

新規免許取得者を増加させる。また、捕獲強化のための箱わな等の整備を

進めるとともに、鳥獣捕獲に関する講習会や現地研修会を開催し、捕獲技

術の向上を図っていく。 

さらに、近隣町と連絡調整を図り、相互に連携した地域全体の取組み等

を検討して行く。 

被害防止対策としては、国・県等の補助事業を活用し被害防護施設設置を



推進するとともに、農業者、関係機関と集落点検等を実施し、効果的な防護

柵の設置について検討をしていく。防止柵については、シカ被害の増加が

著しいので、イノシシ・ニホンジカ兼用の柵の設置を推進する。ニホンザル

については、出没情報の収集に努め追い払い・モンキードッグ（追い払い

犬）等の対策を迅速に講じる 

（注） 被害の現状、従来講じてきた被害防止対策等を踏まえ、被害軽減目標

を達成するために必要な被害防止対策の取組方針について記入する。

（ICT（情報通信技術）機器や GIS（地理情報システム）の活用等、対策

の推進に資する技術の活用方針を含む。）。 

 

３．対象鳥獣の捕獲等に関する事項 

（１）対象鳥獣の捕獲体制 

猟友会の会員の中から町有害鳥獣捕獲隊（【御船町】２４名／３隊、【山

都町】３４１名／５５隊）を結成している。住民からの被害通報を受けて、

町鳥獣被害対策実施隊員より、各隊の班長に有害鳥獣捕獲を指示し、各班

長が班員に連絡し合同で捕獲を実施している。今後は広域（２町）での連携

による捕獲に取り組む。 

既存の有害鳥獣捕獲隊への助成とともに、捕獲担い手育成のため、新規わ

な免許取得予定者への免許取得費用の助成を引き続き実施する。 

（注）１ 鳥獣被害対策実施隊のうち対象鳥獣捕獲員の指名又は任命、狩猟者

等の外部団体への委託、わなの見回り補助等による捕獲者のサポート

等による対象鳥獣の捕獲体制を記入するとともに、捕獲に関わる者の

それぞれの取組内容や役割について記入する。 

   ２ 対象鳥獣捕獲員を指名又は任命する場合は、その構成等が分かる資

料があれば添付する。 

   ３ 捕獲等を推進する上で、被害防止計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に

従事している者にライフル銃を所持させる必要がある場合には、その

ことについて記入する。 

 

（２）その他捕獲に関する取組 

年度 対象鳥獣 取組内容【御船町】 

令和５年度 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

アナグマ 

ソフト事業 

有害鳥獣捕獲班会議・研修 

捕獲用無線機購入 

新規狩猟免許取得予定者への免許取得費用の助成 

令和６年度 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

アナグマ 

ソフト事業 

有害鳥獣捕獲班会議・研修 

捕獲用無線機購入 

新規狩猟免許取得予定者への免許取得費用の助成 

令和７年度 イノシシ ソフト事業 



ニホンジカ 

ニホンザル 

アナグマ 

有害鳥獣捕獲班会議・研修 

捕獲用無線機購入 

新規狩猟免許取得予定者への免許取得費用の助成 

 

年度 対象鳥獣 取組内容【山都町】 

令和５年度 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

アナグマ 

ソフト事業 

イノシシ用箱わな１０台購入 

小型獣用箱わな ３台購入 

有害鳥獣捕獲班会議・研修、新規狩猟免許取得 

予定者への免許取得費用の助成（担い手育成） 

令和６年度 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

アナグマ 

ソフト事業 

イノシシ用箱わな１０台購入 

小型獣用箱わな ３台購入 

有害鳥獣捕獲班会議・研修、新規狩猟免許取得 

予定者への免許取得費用の助成（担い手育成） 

令和７年度 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

アナグマ 

ソフト事業 

イノシシ用箱わな１０台購入 

小型獣用箱わな ３台購入 

有害鳥獣捕獲班会議・研修、新規狩猟免許取得 

予定者への免許取得費用の助成（担い手育成） 

（注） 捕獲機材の導入、鳥獣を捕獲する担い手の育成・確保等について記入

する。 

 

（３）対象鳥獣の捕獲計画 

 捕獲計画数等の設定の考え方 

熊本県が策定している鳥獣保護管理計画及び特定鳥獣管理計画、野生サ

ル対策方針との整合性を図りながら適正な捕獲数を確保する。 

イノシシについては、捕獲への取り組み（免許取得費用助成など）によ

り、有害捕獲頭数は増えたが、被害対象地域の拡大等、依然として被害の軽

減につながっていないことから、実績も踏まえ捕獲計画数を設定した。 

ニホンジカについては、熊本県が策定する特定鳥獣管理計画及び町有害

鳥獣捕獲隊の現状を踏まえ、捕獲頭数を設定した。 

ニホンザルについては、威銃による追い払いを基本とするが、有害捕獲・

モンキードッグ（追い払い犬）についても、県及び近隣町村と協議し実施し

ていきたい。 

 アナグマについては、令和５年度からの取り組みとなるため、目撃情報等

の現状を踏まえ、捕獲頭数を設定した。 

（注） 近年の対象鳥獣の捕獲実績、生息状況等を踏まえ、捕獲計画数等の設

定の考え方について記入する。 

 



（注） 対象鳥獣の捕獲計画数、個体数密度等を記入する。 

 

 捕獲等の取組内容 

従来どおりの銃器・箱わなにより、通年捕獲を実施する。 

引き続き捕獲効率が良い箱わなを町鳥獣被害防止対策協議会で整備し、有

害鳥獣捕獲隊（わな班）に貸与し、箱わなによる捕獲を推進する。 

また、有害捕獲隊（銃班）との協議を行い、くくりわなの導入についても

検討を行う。 

猟友会を交えた有害鳥獣捕獲隊の班長会議を行い、捕獲集団、時期、場所

等の検討を随時行う。 

また、効率的な捕獲を行うために各班合同での捕獲期間を定め一斉捕獲を

実施し、近隣町村との合同捕獲についても振興局を交えて協議する。 

捕獲にあたっては鳥獣保護事業計画等との整合性を図るとともに、錯誤捕

獲や事故発生がないよう適切な捕獲を行う。 

（注）１ わな等の捕獲手段、捕獲の実施予定時期、捕獲予定場所等について

記入する。 

   ２ 捕獲等の実施予定場所を記した図面等を作成している場合は添付す 

る。 

対象鳥獣 
捕獲計画数等 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

イノシシ 

（有害鳥獣捕獲分） 
５，９２０頭 ５，９２０頭 ５，９２０頭 

 御 船 町 ４２０頭 ４２０頭 ４２０頭 

 山 都 町 ５，５００頭 ５，５００頭 ５，５００頭 

ニホンジカ 

（有害鳥獣捕獲分） 
４，０６０頭 ４，０６０頭 ４，０６０頭 

 御 船 町 ６０頭 ６０頭 ６０頭 

 山 都 町 ４，０００頭 ４，０００頭 ４，０００頭 

ニホンザル ２０頭 ２０頭 ２０頭 

 御 船 町 １０頭 １０頭 １０頭 

 山 都 町 １０頭 １０頭 １０頭 

アナグマ １２０頭 １２０頭 １２０頭 

 御 船 町 ２０頭 ２０頭 ２０頭 

 山 都 町 １００頭 １００頭 １００頭 



 

ライフル銃による捕獲等を実施する必要性及びその取組内容 

捕獲個体への接近が難しい若しくは２～３頭の多頭捕獲が期待できる、

谷越しとなるような山稜部等で捕獲を実施する場合、長射程の命中精度が

高いライフル銃が捕獲効率を高めることが期待できる。 

通常、散弾銃で行い、山間部や谷越し等の場合、対象地への安全確認を徹

底して、捕獲許可期間中に実施する。 

（注） 被害防止計画に基づく対象鳥獣の捕獲等に従事している者にライフル

銃を所持させて捕獲等を行う場合には、その必要性及び当該被害防止計

画に基づく対象鳥獣の捕獲等に従事している者による捕獲手段、捕獲の

実施予定時期、捕獲予定場所等について記入する。 

 

（４）許可権限委譲事項 

対象地域 対象鳥獣 

御船町・山都町 ニホンジカ、ニホンザル、アナグマ 

（注）１ 都道府県知事から市町村長に対する有害鳥獣捕獲等の許可権限の委

譲を希望する場合は、捕獲許可権限の委譲を希望する対象鳥獣の種類

を記入する（鳥獣による農林水産業等に係る被害の防止のための特別

措置に関する法律（平成 19 年法律第 134 号。以下「法」という。）第

４条第３項）。 

   ２ 対象地域については、複数市町村が捕獲許可権限の委譲を希望する

場合は、該当する全ての市町村名を記入する。 

 

４．防護柵の設置等に関する事項 

（１）侵入防止柵の整備計画 

対象鳥獣 

整備内容【御船町】 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

イノシシ・アナグマ 

（農産物被害対策） 

 

ハード事業 

電気牧柵設置 

3.5ha 

侵入防止柵設置（金網

柵×1,000m） 

（町単独事業） 

侵入防止柵設置（電気

牧柵×500m＋金網柵

×1,500m）（鳥獣被害

防止総合対策 

ハード事業 

電気牧柵設置 

3.5ha 

侵入防止柵設置（金

網柵×1,000m） 

（町単独事業） 

侵入防止柵設置（電

気牧柵×500m＋金網

柵×1,500m）（鳥獣被

害防止総合対策事

ハード事業 

電気牧柵設置 

3.5ha 

侵入防止柵設置（金

網柵×1,000m） 

（町単独事業） 

侵入防止柵設置（電

気牧柵×500m＋金網

柵×1,500m）（鳥獣被

害防止総合対策事



事業）（予定） 業）（予定） 業）（予定） 

ニホンジカ 

（農作物被害対策） 

ハード事業 

電気牧柵設置 

3.5ha 

侵入防止柵設置（金網

柵×1,000m） 

（町単独事業） 

侵入防止柵設置（電気

牧柵×500m＋金網柵

×1,500m）（鳥獣被害

防止総合対策事業）

（予定） 

ハード事業 

電気牧柵設置 

3.5ha 

侵入防止柵設置（金

網柵×1,000m） 

（町単独事業） 

侵入防止柵設置（電

気牧柵×500m＋金網

柵×1,500m）（鳥獣被

害防止総合対策事

業）（予定） 

ハード事業 

電気牧柵設置 

3.5ha 

侵入防止柵設置（金

網柵×1,000m） 

（町単独事業） 

侵入防止柵設置（電

気牧柵×500m＋金網

柵×1,500m）（鳥獣被

害防止総合対策事

業）（予定） 

ニホンザル 

（農産物被害対策） 

ハード事業 

電気牧柵設置 

3.5ha 

侵入防止柵設置（金網

柵・電気柵×1,000ｍ） 

（町単独事業） 

侵入防止柵設置（電気

牧柵×500m＋金網柵

×1,500m）（鳥獣被害

防止総合対策事業）

（予定） 

 

ハード事業 

電気牧柵設置 

3.5ha 

侵入防止柵設置（金

網柵・電気柵×1,000

ｍ） 

（町単独事業） 

侵入防止柵設置（電

気牧柵×500m＋金網

柵×1,500m）（鳥獣被

害防止総合対策事

業）（予定） 

ハード事業 

電気牧柵設置 

3.5ha 

侵入防止柵設置（金

網柵・電気柵×1,000

ｍ） 

（町単独事業） 

侵入防止柵設置（電

気牧柵×500m＋金網

柵×1,500m）（鳥獣被

害防止総合対策事

業）（予定） 

 

対象鳥獣 

 

整備内容【山都町】 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

イノシシ・アナグマ 

（農産物被害対策） 

ハード事業 

電気牧柵設置 

15ha  

（町単独事業） 

侵入防止柵設置（金網

柵×3,000m） 

（鳥獣被害防止総合

対策事業）（予定） 

ハード事業 

電気牧柵設置 

15ha 

（町単独事業） 

侵入防止柵設置（金網

柵×3,000m） 

（鳥獣被害防止総合

対策事業）（予定） 

ハード事業 

電気牧柵設置 

15ha 

（町単独事業） 

侵入防止柵設置(金網

柵×3,000m） 

（鳥獣被害防止総合

対策事業）（予定） 



ニホンジカ 

（農産物被害対策） 

ハード事業 

シカ被害防止ネット

の設置 

1.5ha 

（シカ等森林被害防

止対策事業） 

ハード事業 

シカ被害防止ネット

の設置 

1.5ha 

（シカ等森林被害防

止対策事業） 

ハード事業 

シカ被害防止ネット

の設置 

1.5ha 

（シカ等森林被害防

止対策事業） 

イノシシ・ニホンジカ 

・アナグマ 

（農産物被害対策） 

ハード事業 

侵入防止柵設置（金網

柵×1,000m） 

（鳥獣被害防止総合 

対策事業）（予定） 

ハード事業 

侵入防止柵設置（金網

柵×1,000m） 

（鳥獣被害防止総合 

対策事業）（予定） 

ハード事業 

侵入防止柵設置（金網

柵×1,000m） 

（鳥獣被害防止総合

対策事業）（予定） 

ニホンザル 

（農産物被害対策） 

ハード事業 

侵入防止柵設置（金網

柵・電気柵×1,000ｍ） 

（鳥獣被害防止総合

対策事業）（予定） 

ハード事業 

侵入防止柵設置（金網

柵・電気柵×1,000ｍ） 

（鳥獣被害防止総合

対策事業）（予定） 

ハード事業 

侵入防止柵設置（金網

柵・電気柵×1,000ｍ） 

（鳥獣被害防止総合

対策事業）（予定 

（注）１ 設置する柵の種類、設置規模等について記入する。 

   ２ 侵入防止柵の設置予定場所を記した図面等を作成している場合は添

付する。 

 

（２）侵入防止柵の管理等に関する取組 

対象鳥獣 
取組内容【御船町】 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

アナグマ 

電気牧柵の管理は、受益者に対し漏電を防ぐための草刈り

をこまめに行い、イノシシ等の侵入経路である藪等の刈り払

いを行うよう指導する。 

侵入防止柵の管理は、地域住民により見回りや草刈りを定

期的に行うことにより、適正に管理するよう指導する。 

また、鳥獣被害防止対策協議会で管理確認を行う。 

 

対象鳥獣 
取組内容【山都町】 

令和５年度 令和６年度 令和７年度 

イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

アナグマ 

地域住民が国費又は町費を用いて整備した侵入防止柵の

パトロールの実施を図る。 

また、住宅地へ鳥獣の侵入により被害が懸念される際は、

実施隊や関係団体と連携し、追い払い活動を行う。 

（注） 侵入防止柵の管理、追上げ・追払い活動等に関する取組等について記 

   入する。 

 

５．生息環境管理その他被害防止施策に関する事項 



年度 対象鳥獣 取組内容【御船町】 

令和５年度 イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

アナグマ 

有害鳥獣対策パンフレット制作・配布や住民説

明会等を開催し、住民に対し被害防止対策の普及・

啓発を行い、誘引物の除去を徹底する。 
令和６年度 

令和７年度 

 

年度 対象鳥獣 取組内容【山都町】 

令和５年度 イノシシ 

ニホンジカ 

ニホンザル 

アナグマ 

鳥獣被害防止対策協議会と連携し、共同で情報

交換会、現地研修会などを開催する。 
令和６年度 

令和７年度 

（注） 緩衝帯の設置、里地里山の整備、放任果樹の除去、被害防止に関する

知識の普及等について記入する。 
 
６．対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は生じる

おそれがある場合の対処に関する事項 

（１）関係機関等の役割                  【御船町】 

関係機関等の名称 役割 

御船町農業振興課 
関係機関への連絡、住民避難誘導 

（場合により）有害鳥獣捕獲許可 

御船町総務課 情報収集、住民避難誘導 

熊本県県央広域本部 

上益城地域振興局農林部 

林務課、農業普及・振興課 

情報収集 

（場合により）有害鳥獣捕獲許可 

御船警察署 住民避難誘導 

熊本県猟友会御船支部 （場合により）捕獲 

 

【山都町】  

関係機関等の名称 役割 

山都町農林振興課 関係機関への連絡、住民避難誘導 

（場合により）有害鳥獣捕獲許可 

山都町総務課 情報収集、住民避難誘導 

防災無線による町民への周知 

熊本県県央広域本部 

上益城地域振興局農林部 

林務課、農業普及・振興課 

情報収集 

（場合により）有害鳥獣捕獲許可 

山都警察署 住民避難誘導 



熊本県猟友会矢部支部、 

清和支部、蘇陽支部 

（場合により）捕獲 

（注）１ 関係機関等には、都道府県、警察、市町村、鳥獣被害対策実施隊、

猟友会等の名称を記入する。 

   ２ 役割欄には、緊急時又は平常時において、各関係機関等が果たすべ

き役割を記入する。 

   ３ 対象鳥獣による住民の生命、身体又は財産に係る被害が生じ、又は

生じるおそれがある場合の対処に関して、規程等を作成している場合

は添付する。 
 
（２）緊急時の連絡体制                   【御船町】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【山都町】 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注） 緊急時の各関係機関等の連絡体制及び連絡方法等をフロー図等により

記入する。 
 
７．捕獲等をした対象鳥獣の処理に関する事項 

イノシシ・ニホンジカの処理は、ともに捕獲者において解体して埋設処理

を行う。 

山都町では、鳥獣処理加工施設にて、食肉としての利活用を推進していく。 

（注） 適切な処理施設での焼却、捕獲等をした現場での埋設等、捕獲等をし

た鳥獣の処理方法について記入する。 

 

８．捕獲等をした対象鳥獣の食品・ペットフード・皮革としての利用等その有 

効な利用に関する事項 

住民からの 

通報 

御船町 

農業振興課 

御船警察署 

御船町総務課 

熊本県県央広域本部上益城地域振興局 

林務課、農業普及・振興課 

熊本県猟友会御船支部 

住民からの 

通報 

山都警察署 

 
山都町総務課、企画政策課 

 
熊本県県央広域本部上益城地域振興局 

林務課、農業普及・振興課 

 
熊本県猟友会矢部・清和・蘇陽支部 

 

山都町 

農林振興課 

 



（１）捕獲等をした鳥獣の利用方法 

食品 山都町鳥獣処理加工施設において、イノシシ・シ

カ肉の精肉を行っている。 

ペットフード ― 

皮革 ― 

その他 

（油脂、骨製品、角製品、 

動物園等でのと体給餌、 

学術研究等） 

― 

（注） 利用方法ごとに、現状及び目標を記入する。 

 

（２）処理加工施設の取組 

平成２９年７月に山都町鳥獣処理加工施設が完成し、最大一日５頭、年間

８００頭の処理を目標とする。 

捕獲したイノシシ・シカ肉を地域資源として捉え、精肉の活用による地域

活性化へつなぐ。 

 販売先については、町内の道の駅及び飲食店をはじめ、九州内、関西・関

東の飲食店へ販売している。 

 施設の営業形態については、運営を委託し、山都町有害鳥獣捕獲隊員が捕

獲したイノシシ・シカを処理加工施設に持ち込み処理する。 

 また、令和３年３月には国産ジビエ認証を取得し、更なる販売促進につな

げる。 

（注） 処理加工施設を整備する場合は、年間処理計画頭数、運営体制、食品

等としての安全性の確保に関する取組等について記入する。 

 

（３）捕獲等をした対象鳥獣の有効利用のための人材育成の取組 

ジビエに係る担い手確保のため、山都町鳥獣処理加工施設に係る人材の

育成や支援を検討していく。 

（注） 処理加工に携わる者の資質の向上や、捕獲から搬入までの衛生管理の

知識を有する者の育成の取組等について記入する。 
 
９．被害防止施策の実施体制に関する事項 

（１）協議会に関する事項                 【御船町】 

協議会の名称 御船町鳥獣被害防止対策協議会 

構成機関の名称 役割 

御船町農業振興課 
捕獲隊の担い手育成、広報、普及啓発、被

害防除教育、事務局 

上益城農業協同組合 被害調査、技術指導、営農指導 

熊本県農業共済組合上益城支所 鳥獣被害調査、指導 



緑川森林組合 被害調査、技術指導 

熊本県猟友会御船支部 捕獲活動の実施 

熊本県鳥獣保護管理員 野生鳥獣の保護 

 

【山都町】  

協議会の名称 山都町鳥獣被害防止対策協議会 

構成機関の名称 役割 

山都町農林振興課 
捕獲隊の担い手育成、広報、普及啓発、被

害防除教育、事務局 

山都町鳥獣処理加工施設 捕獲獣の有効活用、ジビエ肉の普及啓発 

上益城農業協同組合 被害調査、技術指導、営農指導 

阿蘇農業協同組合 被害調査、技術指導、営農指導 

熊本県農業共済組合上益城支所 鳥獣被害調査、指導 

緑川森林組合 被害調査、技術指導 

阿蘇森林組合 被害調査、技術指導 

熊本県猟友会矢部支部 捕獲活動の実施 

熊本県猟友会清和支部 捕獲活動の実施 

熊本県猟友会蘇陽支部 捕獲活動の実施 

（注）１ 関係機関等で構成する協議会を設置している場合は、その名称を記

入するとともに、構成機関欄には、当該協議会を構成する関係機関等

の名称を記入する。 

   ２ 役割欄には、各構成機関等が果たすべき役割を記入する。 
 
（２）関係機関に関する事項 

関係機関の名称 役割 

熊本県県央広域本部上益城地域

振興局 

熊本森林管理署、農業普及・振

興課、林務課 

広域連携の推進、技術指導、被害防除教育 

国有林内の被害情報の提供等に関するこ

と 

（注）１ 関係機関欄には、協議会の構成機関以外の関係機関等の名称を記入

する。 

   ２ 役割欄には、各関係機関等が果たすべき役割を記入する。 

   ３ 協議会及びその他の関係機関からなる連携体制が分かる体制図等が

あれば添付する。 
 
 
 
 



（３）鳥獣被害対策実施隊に関する事項 

御船町において法第９条に基づく鳥獣被害対策実施隊を平成２３年度に

設置した。 

・隊員は農業振興課職員を中心に役場職員１０名程度を充てる。 

・任期は２年とし、再任を妨げない。 

・隊長は、農業振興課長の職にある者を充てる。 

山都町において法第９条に基づく鳥獣被害対策実施隊を平成２４年度に

設置した。 

・隊員は農林振興課、各支所農林建設水道係職員１０名程度で組織する。 

・任期は２年とし、再任を妨げない。 

・隊長は、農林振興課長の職にある者を充てる。 

 活動内容については、被害状況の把握や情報収集、野生鳥獣の出没時に迅

速な対応を行うとともに、侵入防止柵の設置や維持管理に係る指導を行う。 

 山都町では、平成２６年度から従来の有害捕獲隊の銃班１００名を鳥獣被

害対策実施隊員として任命し、有害駆除の強化を図る。 

 御船町では、今後、猟友会や有害駆除隊との協議を行い、民間隊員を含め

た実施隊の設置を検討する。 

（注）１ 被害状況を勘案し、鳥獣被害対策実施隊を設置する必要があると認

める場合は、その設置に関して設置に向けた基本的な方針や検討の状

況、設置予定時期等について記入する。 

   ２ 鳥獣被害対策実施隊を設置している場合は、鳥獣被害対策実施隊が

行う被害防止施策、その規模、構成、農林漁業者や農林漁業団体職員、

地域住民等の多様な人材の活用策等を記入するとともに、実施体制が

わかる体制図等があれば添付する。 

 

（４）その他被害防止施策の実施体制に関する事項 

今後、最善の実施体制が構築できるよう両町鳥獣被害防止対策協議会等

において検討を重ねる。 

（注） 将来的な被害防止対策の実施体制の維持・強化の方針その他被害防止

施策の実施体制に関する事項（地域の被害対策を企画・立案する者の育

成・確保や現場で対策を実施する者の知識・技術の向上等の被害対策に

関する人材育成の取組を含む。）について記入する。 

 

10．その他被害防止施策の実施に関し必要な事項 

鳥獣の被害状況を的確に把握し、被害防止対策事業の効果検証を行いな

がら、更なる被害防止施策を展開していく。 

また、鳥獣被害防止対策協議会と連携し、共同で情報交換会、現地研修会

などを開催する。 

（注） 近隣市町村と連携した広域的な被害防止対策等その他被害防止施策の 

実施に関し必要な事項について記入する。 



 


